
夏バテ予防に、マメ科野菜を作ろう
　4月に入ると一気に日差しも強くなり、二十四節季の一つ「穀雨」を過ぎると霜の心配も少なくなります。今回ご紹
介するエダマメとサヤインゲン（つるなし種）はこの時期に種を播くと初夏に収穫することができ、夏の栄養補給や
疲労回復にぴったりです。

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

栽培適性：pHは、6.0～6.5。排水性や保水性が良く、肥沃な土壌を好む。乾燥および過湿に弱い。
連 輪 作：3～4年の輪作が良い。
栽植密度：畝幅60㌢、条間30㌢の2条、株間25㌢、畝高10～20㌢（水はけが悪い場合は高畝にする）。
畑の準備：播種の2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥1㌔/㎡を、播種の1週間前に化成肥料80㌘/㎡を施す。
播　　種：1穴に3粒程度播種し、播種後は約2㌢の厚さで覆土を行い、発芽するまでは土が乾かない程度でかん水をする。鳥による食害を

防ぐため、初生葉（図2）が出るまではネットを被せておくと良い。
間 引 き：初生葉が出たら2本に間引きするが、2条畝であれば1本にしても問題はない。
土 寄 せ：除草や根張りを良くし倒伏を防ぐため、株元に土を寄せる作業を2～3回行う。ただし、開花が始まったら生育不良となるため、

それ以降は土寄せをしない。 
追　　肥：土寄せをするタイミングで葉の黄化や生育不良があれば追肥(化成肥料30㌘/㎡）をする。
収　　穫：土壌水分が不足すると莢つきが悪くなるため、開花時期になったら畝に敷きわらをすると良い。種まきから収穫まで中早生で

100日前後。花が咲いてから35日前後で、株の中央部の莢がふくらんで実が硬くなりすぎない程度で株を抜く。

エダマメ(マメ科)

栽培適性：pHは、6.0～6.5。排水性が良く、肥沃な土壌を好む。乾燥よりも過湿に弱い。
連 輪 作：3～4年の輪作が良い。
栽植密度：畝幅70㌢、条間25㌢の2条、株間25㌢、畝高10～20㌢（水はけが悪い場合は高畝にする）。
畑の準備：播種の2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥2㌔/㎡を、播種の1週間前に化成肥料90㌘/㎡を施す。
播　　種：1穴に3粒程度播種し、播種後は約2㌢の厚さで覆土を行い、発芽するまでは土が乾かない程度でかん水をする。鳥による食害を

防ぐため、初生葉（図2）が出るまではネットを被せておくと良い。
間 引 き：本葉3枚までに１本に間引きする。
追　　肥：つるなし種は栽培期間が短いため追肥は原則必要ないが、黄化するなど生育が悪い場合は、土寄せと同時に追肥(化成肥料30㌘/

㎡）をする。なお、つるなし種でも倒伏を防ぐため、短い支柱を立て、ひも等で軽く縛ると良い（図3）。
収　　穫：土壌水分が不足すると実が硬くなるため、開花時期になったら畝に敷きわらをすると良い。つるなし種は、種まき後から収穫ま

で60日前後。花が咲いてから2週間ほどで、実のふくらみがわずかにみえたら収穫する。目安は実の太さで7㍉ぐらいが収穫適
期のサイズとなる。

サヤインゲン(マメ科)

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

マスクメロンの施設栽培

赤カビ病対策　－実需者の求める「品質」と「量」を確保するために－

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］ 小枝俊仁さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］ 水川真弓さん
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赤かび病が発生した小麦の穂

　西濃地域では主に海津市でマスクメロンの施設栽培が行われており、「岐
阜海津メロン」として出荷、販売されています。海津市におけるマスクメロン
栽培について紹介します。
1　品種「アールスナイト夏系2号」
2　作型　
　・は種時期：4月　定植時期：5月　収穫時期：7月下旬から8月中旬　　
3　は種、育苗
　・床土は、育苗専用の培土を使用する。ポットの大きさは9㌢径。
　・は種量は、2,200～2,500粒／10㌃。　
　・発芽適温は地温28～30℃。
　・育苗期間中の気温の目安は、昼温25℃、夜温17℃。地温の目安は18～
20℃。

4　本ぽの準備
  ・10㌃当たりの施肥量の目安は、窒素8～10㌔、りん酸12～25㌔、カリ
　　12～15㌔。
　・苦土石灰を10㌃当たり100～120㌔施用する。
　・黒マルチを被覆する。
　・栽植密度　2,000～2,400株／10㌃　2条植えで、畝幅180～200㌢、
株間45～50㌢。

5　定植  
　・展開葉数2.5～3葉期に定植する。老化苗は活着が悪いため注意する。
　・定植時の地温を18～20℃に確保する。
6　本ぽの管理

(1)温度管理
　・ハウスの開け閉めに注意し、昼間25～30℃を目標に管理する。
(2)摘葉・除芽
　・本葉5、6枚時に子葉と第1葉と第2葉を摘葉する。             
　・結果枝より上下節から出る側枝は早めに除去する。　
(3)結果枝の選定と摘心
   ・交配2～3日前に、結果枝の上の葉を10～12枚残して主枝を摘心する。
   ・結果枝は10節～13節で2～3本を確保し、第2節の葉を残し摘心する。
(4)交配
　・人工交配は朝8～10時に行うのが良い。交配日を記入し収穫期の目安と
する。

　・ミツバチによる交配では、3日前からハウスにミツバチを入れて慣らして
おく。

(5)摘果、玉つり等
　・果実が鶏卵大の頃に良果を1つ残し、その他は摘果する。
　・残した果実の果梗をひもでつり、結果枝が水平よりやや高目になるよう
固定する。

　・交配25～30日後に果実の日焼け防止として新聞紙等でかさ状に袋かけ
を行う。

(6)仕上げ管理
　・交配35日以降、潅水量を徐々に減らし水切りを行う。
7　収穫
   ・交配後の日数がおよそ55日で収穫する。

　4月に入り、小麦はいよいよ出穂期を迎えます。収穫前の仕上げとし

て、必ず赤かび病の防除を行いましょう。赤かび病菌が産出するデオキ

シニバレノール（DON）と呼ばれる毒素が麦原料に混入した場合、製粉

業者やメーカーの工夫や努力で取り除くことは不可能です。そのため、赤

かび病防除の確実な実施は実需者からも強く要望されており、農業生

産工程管理（ＧＡＰ）における重要なリスク低減対策に位置付けられて

います。

　また赤かび病には、厳しい検査基準が設けられています。基準値を超

えると出荷停止処分となるため、出穂期以降2回の薬剤防除を徹底しま

しょう。

　赤かび病は開花期（ほ場内の小麦のうち40%～50%が開花した時

期）に感染しやすい病気です。1回目は開花始め～開花期、2回目は1回

目の防除から7～10日後が防除適期となります。一般に出穂から1週間

程度で開花期を迎えますが、気温によって開花までの期間が変動しま

す。暖かい日が続くと開花が早くなるので、ほ場の開花状況を実際に確

認してから防除することが重要です。使用する薬剤は各地域の小麦栽培

暦を参考にし、農薬使用基準等を確認のうえ、地域住民や近接ほ場の

他作物等への配慮をして散布しましょう。

　31年産小麦の播種時期は天候に恵まれたため、播種は適期に実施さ

れ出芽が良く揃いました。その後も暖冬傾向であり、「イワイノダイチ」

「さとのそら」ともに、生育がやや早めに推移しています。さらに2月下

旬から気温が上がったため、平年より早く出穂・開花を迎える可能性が

あります。防除作業の準備は計画的に進めるとともに、ほ場の状態を注

視し防除適期を逃さないようにすることが重要です。
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